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 論文審査の結果の要旨
 大橋英雄提出の論文は(e,e'ガ)反応を利用して6LhgBe,12C等に関する(7,ガ)反応の断
 面積を残留核の低励起状態を分離して測定し,角度分布を求め更に理論による計算を実行して比較
 研究したものである。
 原子核に関する(r,π')反応はこれ迄も研究されてきたが,残留核の状態を分離しての研究は殆
 んどなく,その角度分布の測定はこれまで行われていなかった。これはこの反応の断面積が一般に
 非常に小さく放出π中間子を十分なエネルギー精度でバックグラウンドから分離測定することが困
 難であるためである。
 著者は原子核理学研究施設の電子リニアック及び二重収束形電磁石スペクトロメ一夕を利用し検
 出器の三重同時計数をとることによって,バックグラウンドからπ中間子を分離し残留状態を決定
 出来る精度で測定することに成功した。
 著者はこの検出系を用いて6Li.9Be,12Cについて夫々残留核の低励起状態に関して実験を行い
 角度分布を測定した。こ.の測定成功の意義は大きい。これらの反応に関してはr線による核内核子
 からのπ中間子発生に関する原子核転移行列要素及び発生したπ中間子・と原子核との終状態相互作
 用が主な寄与を示す。理論に関して前者の計算はすでにいくつか試みられているが1後者に関して
 は現在相互作用ポテンシャルが明確に決定されておらず正確な結論を得ることは困難である。著者
 は殼模型及びHelm模型を用いて転移行列要素を求め角度分布を計算した,,又更にπ中間子と原子
 核との終状態相互作用を定性的に議論した。
 この結果によると1℃に関する残留基底状態及び第一励起状態について,Helm模型の結果は実
 験結果と大体においての一一致を示し,殻模型の結果は相対的角分布において一致を与えるが絶対値
 に大きな相違がある。6Liに関して中間結合模型を用いた計算結果は角度分布の大体の傾向を説明
 するが,9Beにおいてはこの模型による計算結果は前方において大体実験と一致するが後方におい
 ては一致は良くない。これらの不一致に関して著者はπ中間子と原子核の終状態相互作用の寄与を
 強調した。著者は同様な実験と理論との比較を28Si,5」Vについても試み現在得られた実験精度の
 範囲内で角度分布の相対的傾向は理論と大きな矛盾はないことを示した。
 以一ヒこの論文はその研究に見られる様に著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力
 と学織を有することを示している。よって大橋英雄提出の論文は理学博士の学位論文として合格と
 認める,,
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